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　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

① 近隣自治を担う
生活者としての
＜市民＞の主体
形成論考―自立
と共同・共生に
視点をおいたそ
の目標評価軸構
成の試み―

共 『奈良女子大学社会
学論集』第１５号

2008年3月

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

　共同研究者とともに、10年余にわたって地方分権の担い手形成という課題を扱ってきた既
発表の論文（単著・共著の１５編）を中心とする、『地方分権の進展と主体形成』（仮題）
の2009年度上梓（ナカニシヤ出版）に向けて、共同研究者と研究会を組織し、既発表諸論文
の論旨の整合化改訂作業、及び「自治体職員」「地方議員」「市民」の３主体のキャリア、
役割行動・意識、生活史に関する量的・質的統合調査法による補充調査を遂行。

　奈良大学地域連携教育研究センターのプロジェクト「地域における／からの情報発信・交
流ネットワークづくり―私たちの場所の「昔・いま・未来」―」に、同センター規定に基づ
く「学生研究員」（事業運営スタッフ）を任用し、旧平城村を対象地域に、大規模住宅開発
による「地域」の喪失と再形成を探究する現地調査、第２次資料収集活動、旧住民（語り
手）の口述生活史法の諸調査活動に参画させた。
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又は発表学会等の名
称

　自治体職員、地方議会議員、
および住民の、自立、および共
同・共生の道筋から、近隣自治
の担い手としての主体形成の発
達課題を考究した。また、日常
生活上の問題解決型ネットワー
クの形成と機能を重視し、それ
が互助的行動の枠を超えて、匿
名的な他者との共同関係の認
識，および共同・共生を目指す
行動の実践に発展する課題を提
起した。
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１．上級官僚の役割行動とその変容を通した戦後日本官僚制の歴史的役割の検証
評価　２．分権型社会の創造に向けた近隣自治システムの構築


